
 ○43  ラッキョウを育てよう 

生育期間長く，多い雑草 
 ラッキョウは中国原産のユリ科の野菜です。乾燥に強く，肥料を吸収する力も強いため，

砂地などやせ地でよく育ち強健です。水はけが悪いと腐りやすいため，排水の良い所で育

てましょう。カリウム，ビタミンＢ１，硫化アリルを含み，食べると血液がサラサラにな

り，脳梗塞や心筋梗塞の予防になるなど体によい健康野菜です。 

１．品種 

 「らくだ」は，日本各地で栽培されている在

来種。生育旺盛で，大球。種球１個から１０～

２０個に分球します。ほかに中球の「八つ房」，小球で

色白の「玉ラッキョウ」などがあります。 

２．畑の準備 

 植え付けの２週間前までに１平方㍍あたり苦土石灰

６０㌘を施し，土をよく耕します。その１週間後に，

１平方㍍あたり堆肥２㌔，化成肥料（成分８・８・８）

１００㌘を施して耕します。 

３．定植 

 ９月下旬から１０月上旬に種球を植え付けます。畝

幅が３０㌢，深さ１０㌢程度の植え付け溝をクワで掘

ります。株間は１５㌢，深さは７～８㌢で１条に植え，

覆土は種球の先端が少し露出する程度にします。覆土

が厚すぎると発芽，初期の生育が抑えられます。大球

を作るには１カ所に１球，小球を作るには３～４球植

え付けます。 

４．追肥 

 追肥は定植１カ月後に追肥用の化成肥料を１平方㍍

あたり２０㌘施します。その後は，１カ月ごとに２回

追肥をします。追肥の時に軽く土寄せを行い，球の緑

化を防止します。 

５．除草 

 ラッキョウは生育期間が長く雑草の発生が多くなり

ます。初期は土寄せも兼ねて手で取り，追肥時にクワで中耕，土寄せを行い，雑草の発生を防止

しましょう。 

６．病害虫防除 

 病害虫の少ない野菜ですが，白色疫病やアブラムシやネダニなどの害虫が発生することがあり

ます。 

７．収穫 

 翌年の５月上旬から６月にかけて収穫します。天気の良い日にクワで球を掘り取り，日陰で干

して水洗いして食べます。 

  （鹿児島市都市農業センター） 
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